沖縄宮古島保良(ぼら)方言の音韻 by 仲原 穣
沖縄宮古島保良(ぼら)方言の音韻
著者 仲原 穣
出版者 法政大学沖縄文化研究所
雑誌名 琉球の方言
巻 26
ページ 105-123
発行年 2002-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/11891
ぼら
沖縄宮古島保良方言の音韻
仲原穣
はじめに
本稿の目的は、沖縄県宮古郡城辺町保良の音韻体系全体を記述することである。しかし、
今回は紙幅の都合上、音韻体系と音韻対応を中心に論じる。各論については稿を改めて論
じるつもりである。
保良（ぼら。ブラ［bura]）は、宮古島平良市から東南に位置する集落である。宮古島
は城辺町・平良市・上野村・下地町からなるが、保良は宮古島の最東端、東平安名崎に最
も近い集落である。かつては漁業で栄えたこともあったが、現在の主産業は農業である。
保良方言の音韻についての研究は、これまでに（かりまた'982.1986.1987）がみられ
る。動詞・形容詞の記述的研究としては（名嘉真1992）がある。
保良方言の調査は、1998年９月と2000年９月に保良でおこなった。保良方言のインフオ
ーマントは、砂川金助氏（1918年生）と砂川廣吉氏（1925年生）である。二人とも言語形
成期を保良で過ごし、現在も保良に住んでいる。職業は農業である。
1．音韻体系
１．１．音素
これまでの調査によると、保良方言には以下の27個の音素が認められる。
子音音素／,,ｋ,９，t,。,ｃ,J,z,r,ｎ,ｐ,ｂ,、f,v／（15個）
半母音音素／ｊｗ／（２個）
母音音素／Ｍ,a,ｕ,ｏ,／（５個）
拍音素／Ｑ八Ｎ,Ｍ,ｖ／（５個）
１．２．拍体系
保良方言の拍構成は、次の通りである。
－般拍(1)ＣＶ(2)ＣＳＶ
特殊拍(3)Ｑ(4)Ｒ(5)Ｎ(6)Ｍ(7)ｖ
(1)にはすべての子音と母音が属する。
(2)の/j/の系列は/Cja/と/Cju/が主である。／W/の系列は/，wa/のみである。
（※Ｃは子音音素、Ｖは母音音素、Ｓは半母音音素を表す｡）
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(3)促音/Ｑ/は語頭、語中に立つ。
(4)長音/R/は語中、語末に立つ。
(5)には擬音/N/、(6)には成拍的子音/Ｍ/、(7)に｜
語頭、語中、語末に立つ。(iiiiI1
保良方言の拍体系を示すと次の通りである。
(7)には成拍的子音/Ｖ/が属する。 これらは
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(＊印は未確認の拍(iijH2)、－は体系的あきま）
上に述べた音素と拍の体系について記述すると以下の通りである。
１．３．母音音素
保良方言の母音音素は/i/,/Y/,/a/,/ｕ/,/ｏ/である。
１．３．１．狭母音音素
保良方言の狭母音音素は／ｉ/,／ｕ/,（/健3)である。これらは以下に示すような音韻的対
立がみられる。
／,iR／［ix］〈柄>一一一一一一－－－－－－－－－(001）
（R／［zYx］〈握り飯>－－－－－－－－－－－(002）
／，uR／［ux］〈兎>－－－－－－－－－－－－－－－－(003）
／piR／［piX］〈屍>－－－－－－－－－－－－-－－(004）
／puR／［pux］〈帆>－－－－－－－－－－－－－--(005）
／pYR／［がYX］〈火>--------------(006）
（001）対（002）は、［i］対［Y］の対立である。また（001）対（003）は、［i］対［u］
の対立である。この対立は、（004）対（005）対（006）でも並行的である。よって、そ
れぞれ音素/i/,/ｕ/,（/と認められる。
語例
/i／（前舌・狭母音）
／，icY／［itsY］〈行く>，／，ifilcY／［iflJsY］〈いくつ>(注ｲ１，／,irabi／［irabi］〈選ぶ〉，
／kaW［kaizY］〈返る（転ぶ)>，／ka,i／［kai］〈あれ>，／ｍａ，i／［mai］〈前〉
（／仲舌・狭母音〉
（R／［zY2］〈叱る>，（zu／［zYzu］〈魚>，／,YRki／［zMi］〈鱗>，
／ka,Ymata／［kaZYmata］〈狩俣（地名)>，／､a，Y／［naZY］〈実〉
/ｕ／（後舌・狭母音）
／,uzi／［ud3i］〈腕>，／,u,ipYtu／［uips1tu］〈老人>，／u,ibi／［uibi］〈指>，
／,a,uda／［auda］〈春>，／,a，u／［au］〈青〉
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１．３．２．半狭母音音素
保良方言の半狭母音音素は/ｏ/である。以下のような音韻的対立がみられる。
／SOR／［SOx］〈～しよう〉----------(007）
／suR／［sux］〈加える〉-----------(008）
／mjoR／［mjox］〈見よう〉---------(009）
／mjuR／［mjuz］〈姪、甥>－－－－－－－－－－(010）
（007）対（008）は、［o］対［u］の対立である。この対立は（009）対（010）でも並
行的である。よって音素/ｏ/と認められる。
語例
/ｏ／（後舌・半狭母音）
／kadoR／[kadox］〈角を>,／doR／[do:］〈～ぞ>,／，joR/、ＯＫ］〈～よ>，
／fb,uta,Y／［fbutaZY］〈食べた〉
１．３．３．広母音音素
保良方言の広母音は/a/である。以下のような音韻的対立がみられる。
／,aR／［ax］〈粟>－－－－－－－－－－－－－－－(011）
／,oR／［ox］〈はいく年下に対する返事》－－－(012）
／pa9i／[pagi］〈禿>--------------－－(013）
／pYgi／[psYgi］〈毛>---------------(014）
／,ata／［ata］〈明日>---------------(015）
／,atu／［atu］〈跡>－－－－－－－－－－－－－--(016）
（011）対（012）は、［a］対［o］の対立である。また、（013）対（014）は［a］対［sY］
である。そして（015）対（016）は、［a］対［u］である。
これらの語例にこれまでの語例を加えた（011）対（012）対（001）［ix］対（002）［ux］
対（003）［zYZ］は、［a］対［o］対［i］対［u］対［zY］である。よって、／a/をはじめ/o/,/i/,/u/，
（/も音素と認められる。
語例
/ａ／仲舌・広母音）
／，aza／［adza］〈病>，／,asi／［a｢i］〈汗>，／，ａＭ／［a､］〈編む>，／，asa／［asa］〈浅い>，
／,a,umi／［aumi］〈臆病な>，／,aparagi／［aparagi］〈美人>，／buba／［buba］〈おば〉
１．４．半母音音素
保良方言の半母音音素は/j/と/ｗ/であり、以下のような音韻的対立がみられる。
／kjuR／[kjux］〈今日〉------------(017）
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／kuR／［kux］〈粉>－－－－－－－－－－－－－一一(018）
／JaR／［jax］〈家>－－－－－－－－－－－－－---(019）
／,waR/[wax］〈豚>－－－－－－－－－－－－－－－(020）
（017）対（018）は、［j］対ゼロ（＃）、すなわち［j］の有無によって対立している。
また（019）対（020）は、、］対［w］である。これらにより、それぞれ音素/j/,/ｗ/と認
められる。
語例
/j／（軟口蓋・半狭母音）
／Jama／Dama]〈鋤>,／，jucY／［jutsY］〈斧>,／'juIjam／[juIjafUni］〈青クラゲ>，
／，amaluR／［amajux］〈湯気>，／'Uja／［Uia］〈父>，／ｍａ，ju／［maiu］〈猫>，
／kjaRsY／［kja:sY］〈消す>，／，upugiaM／［upugjam］〈黍>，／filQja／［hJJa］〈粘土>，
／sjaRsY／［JaxsY］〈摺り合わす（さする)>，／,iZja,u／［id3au］〈出会う>，
／pjaRku／［piaxku］〈百>，／nabjaRra／［nabiaK｢a］〈糸瓜>，
／mamimaR,ja／［mamimaXlja］〈燕〉
/ｗ／（両唇・半狭母音）
／,waRbi／［waxbi］〈上辺〈上>>，／，waRgam／［waxgani］〈指輪〉
１．５．子音音素
１．５．１．喉頭音素
保良方言の喉頭音素は、／,/である。／,/は以下のような音韻的対立がみられる。
／,a，Y／［aZT］〈言う〉－－－－－－－－－－－－－－－(021）
／ka,T／［kaZY］〈刈る>－－－－－－－－－－－-－－(022）
／，aM／［a､］〈編む>－－－－－－－－－－(023）
／kaM／［kam］〈噛む>－－－－－－－－－－－－(024）
（021）対（022）は、ゼロ（‘）対［k］である。このゼロの部分は音韻的に解釈する
と共通語の/ｈ/と対立すると解釈きれるgradualbigiming〈やわらかな声立て〉である。し
かし、保良方言では*/ｈ/がたたないため、軟口蓋音［k］との音韻的対立を示した'注５１．
この対立は（023）対（024）でも並行的である。よって、／,/は音素と認められる。
語例
/，／（喉頭音素・摩擦・有声音）
／，ifilcY／［ifVtsY］〈いくつ>，／,a，Ygara／［azirgarax］〈蟻>，／，aga,Y／［agaZir］〈東>，
／bara，u／[barau］〈笑う>，／'jarigu,i／[jarigui］〈濁声>,／malu／［maju］〈繭〉
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１．５．２．軟口蓋音素
保良方言の軟口蓋音素は/k/,/g/である。以下のような音韻的対立がみられる。
／kuR／［ku2］〈粉>---------------(025）
／guR／［gux］〈組>-----------------－－(026）
／kami/[kami］〈甕>--------------－－－(027）
／gami/[gami］〈～まで>---------(028）
（025）対（026）対は、［k］対［g］である。この対立は（027）対（028）でも並行的
である。よって/k/,/ｇ/は音素と認められる。
語例
/k／（軟口蓋・破裂・無声音）
／kubi／［kubi］〈壁>，／kani／［kam］〈鉄>，／kuR，Y／［k、］〈部屋>，
／cYkana,u／［ts1kanau］〈飼う>，／,aka／［aka］〈赤>，／paku／［p9ku］〈箱〉
/g／（軟口蓋・破裂・有声音）
／ga,ura／［gau｢a］〈苦瓜>，／gura／［gum］〈喉仏>，／gibita／［gibita］〈ずるい>，
／nigaR／［nigax］〈シャコ貝>，／kugani／［kugam］〈黄金>，／ta9u／［tagu］〈担桶〉
１．５．３．硬口蓋音素
保良方言の硬口蓋音素は、／t/,/ｄ/,/ｃ/,/s/,/ｚ/,/r/,/、/である。これらは以下のような
音韻的対立がみられる。よってそれぞれ音素と認められる。
／bata／［bata］〈腹>－－－－－－－－－－－－－－－(029）
／bada/[bada］〈低い>－－－－－－－－－－－(030）
／taki／［噂ki］〈竹>－－－－－－－－－－－－－(031）
／saki／［s9ki］〈酒>－－－－－－－－－－－－－－－－(032）
／NST／［nsY］〈味噌>------------(033）
／NCT／［ntsY］〈神酒>--------------(034）
／STR／［sYx］〈巣>－－－－－－－－－－－－－－－--(035）
／zYR／［dzYx］〈地面>----－－－－－－－－－－(036）
／taR／［tax］〈田>－－－－－－－－－－－－－－--(037）
／naR／［nax］〈名>-----------(038）
／pari／［pari］〈畑>--------------－－(039）
／pani／[pani］〈羽>-------------(040）
（029）対（030）は、［[］対［d］である。これにより、／ｔ/，／ｄ/は音素と認められる。
また（031）対（032）は、［t］対［s］であり、（033）対（034）は［s］対［ts]、（035）対
(036）は［s］対［dz］である。つまり［t］と［ts］と［dz］は、［s］を介して対立する。
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よって、／t/，／s/，／c/，／z/はそれぞれ音素と認められる。
なお、／s/は［Y,a,ｏ,ｕ］の前では［s］であり、［i］の前では［J］である。また、／C/も
[Y,a］の前では［ts］であり、［i］の前では［tj］である。ざらに/ｚ/も［Y,a］の前では
[｡z］であり、［i］の前では［d3］である。これらは何れも相補い合っているとみなすこ
とができる。
（037）対（038）は［t］対［n］であり、（039）対（040）は［r］対［､］である。この
最小対立により、／t/，／、/，／r/は音素と認められる。
語例
/t八歯茎・破裂・無声音）
／、Ｚｒ／［mdzY］〈妻>，／tukuru／［tukuru］〈所>，／tunaka／［tunaka］〈卵>，
／katamumsY／［kamurusY］〈肩>，／,aQta／［atta］〈下駄>，／，ututu／［umtu］〈弟〉
/d八歯茎・破裂・有声音）
／duR／［du2］〈尾>，／daraku／［daraku］〈嘘>，／budu,Y／［buduzY］〈踊り>，
／cida／hJida]〈太陽〉／nada／[nada]〈涙>,／，jadu／［jadu］〈戸〉
/c／（歯音・破擦・無声音）
／CYR／［tsYx］〈着る>，／Civ／［ＵＭ〈投げる〉，／kacYmi／［k9tsm］〈掴まえる>，
／bacYda／［batsYda］〈腋の下>，／macY／［matsY］〈市場>，／nucY／［nutsY］〈軒〉
/s／（歯音・摩擦・無声音）
／sani／［sani］〈種>，／sYRsY／［sYRsY］〈肉>，／,isaku／［is9ku］〈咳>，
／,usY／［usY］〈牛>，／,umjasY／［umjasY］〈箸>，／basi／［ba｢i］〈間〉
/z／（歯音・摩擦・有声音）
／zYRmami／［dzmami］〈落花生>，／，azY／［adzY］〈味〉,/kizY／［kidzY］〈傷>，
／，aza／［adza］〈病〉
/r／（歯茎・はじき音）
／kampa,Y／［karapaPzY］〈灰>，／purasY／［purasY］〈編す>，／padura／［padum］〈雀>，
／sibira/[Jibi｢a]〈肩胖骨>,／jumuru／〔jumuru］〈鼠>,／sura／[suTa]〈梢〉
/、／（歯茎・通鼻音〉
／naba／［naba］〈垢>，／､a,i／［nai］〈地震>，／sanazY／［sanaM］〈樟>，
／'juna,i／[junai］〈夜>,／puni／[puni］〈骨>,／njaRbi／[J1aXbi］〈真似る〉
１．５．４．両唇音素
保良方言の両唇音音素は/ｐ/,/ｂ/,/ｍ/である。
／puR／［puz］〈帆>－－－－－－－－－－－－－－(041）
／buR／［bux］〈緒>－－－－－－－－－－－－－－－(042）
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／piR／［pix］〈屍>--------------(043）
／miR／［mix］〈目>－－－－－－－－－－－－－(044）
（041）対（042）は、［p］対［b］である。また、（043）対（044）は［p］対［m］であ
る。［b］は［p］を介して［m］と対立すると言える。よって、／ｐ/,/ｂ/,/ｍ/はそれぞれ音
素と認められる。
語例
/p／（両唇・破裂・無声音）
／pizY／［pidzY］〈肘>，／pada／［pada］〈肌>，／paR／［pax］〈葉>，／puka／［p9ka］〈外>，
／，upumunu／［upumunu］〈大きい>，／Nnjapi／［JIJlapi］〈もっと〉
/b／（両唇・破裂・有声音）
／baR／［bax］〈湾>，／bata／［bata］〈綿>，／bikiduM／［bikidum］〈男>，
／MMbatu／［mxbatu］〈鳩>，／kabY／［kabzir］〈紙>，／gaba／［gaba］〈古い〉
/ｍ／（両唇・通鼻音・有声音）
／mipana／［mipana］〈目鼻（顔)>，／mina,u，ibi／［minauibi］〈小指>，
／mumum／［mumuni］〈腿>，／nama／［nama］〈生>，／,imi／［imi］〈夢〉
１．５．５．唇歯音音素
保良方言の唇歯音音素は/Ｗｖ/である。
／Qfa／［ffa］〈子>---------------(045）
／Qva／［ｗａ］〈お前>-------------(046）
／Qfi／［ffi］〈与える>－－－－－－－－－－(047）
／Qmi／［ｗｉ］〈売れ>－－－－－－－－－－－－－－(048）
（045）対（046）は、［f］対［v］である。この対立は（047）対（048）でも並行的で
ある。よって、／f/,/ｖ/は音素と認められる。
語例
/f／（唇歯・摩擦・無声音）
／fa,u／［fau］〈食べる>，／fUmu／［filmu］〈雲>，／lUcY／［filtsY］〈口>，／fUsu／［fiJsu］〈糞>，
／fUfacY／［璽璽tsY］〈鍬〉
/Ⅶ（唇歯・摩擦・有声音）
／sayiR／［saviz］〈刺す>，／Qvata／［wata］〈お前達>，／,akaQva／［akawa］〈赤ん坊〉
／niQva／［mwa］〈眠ろう〉
１．６．拍音素
保良方言の拍音素は/Ｑ/,/R/,/N/,/Ｍ/,/Ｖ/である。
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１．６．１．促音音素/Q／
／，uQcY/[uttsY］〈置く〉－－－－－－－－－－(049）
／，ucY／［utsY］〈撃つ>－－－－－－－－－－－(050）
（049）対（050）は［t］対ゼロ（＃）である。つまり、／Ｑ/の有無が弁別的特徴として
働いているといえる。／Ｑ/は、次に来る子音と同じ調音点の子音が一拍をなす。具体的に
は、以下に示すように［f］の前では［f]、［v］の前では［v]、［いs,tJ］の前では［【]、［s］
の前では［s]、［J］の前では［J]、［｡,。z,d3］の前では［｡]、［k］の前では［k］である。
この場合、音声的実質の相違は意味の弁別に関わっておらず、分節音素の音声的環境をこ
えた一定の時間的単位と認められる。
語例
/Ｑ八促音）
／duQfUgiR／［duffUgiz］〈デイゴ>，／niQva／［niwa］〈寝よう>，
／NkaQta／［Ukatta］〈蜥蜴>，／,uQcY／［uttsY］〈置く>，／maQcjaR／［mattJaX］〈お店>，
／pYkaraQsa／［pH1karassa］〈ありがとう>，／baQsi／［balJi］〈忘れる>，
／,aQda／［adda］〈兄>，／paQzY／［paddzY］〈脱ぐ>，／，aQzi／［add3i］〈歌う>，
／ljaQkuN／DakkuN］〈薬缶〉
Ｌ６．２．長音音素/R／
／，aRgu／［axgu］〈歌>－－－－－－－－－－－－(051）
／，agu／［agu］〈顎>一一－－－－－－－－－－(052）
（051）対（052）は［x］対ゼロ（‘）である。つまり、／Ｒ/の有無が弁別的特徴として
働いているといえる。／Ｒ/は、その直前の母音と同じ口構えで一拍分長く調音きれるもの
である。これら長音の音声実質がそれぞれ直前の母音と同じであるが、分節音素としての
それぞれの母音の属性をこえて、時間的単位としての一拍分の長さが意味の弁別に関与し
ていると解釈できる。
語例
/R八長音）
／kaR／［kax］〈湧き水>，／pirR／［psYX］〈火>，／，iR／［ix］〈柄>，／nuRma／［nuxma］〈馬>，
／naR,Y／［na2zY］〈なる〉
１．６．３．擬音音素/N／
／miNzY／［mndzY］〈殴る>－－－－－－－－－(053）
／mizY／［mdzY］〈水>－－－－－－－－－－－－(054）
（053）対（054）は［､］対ゼロ（‘）である。つまり、／Ｎ/の有無が弁別的特徴として
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働いているといえる。／N/は、次に来る子音によって調音位置が決まっており、一拍を形成
する。具体的には、以下に示すように両唇音［b,ｐ,ｍ］の前では両唇鼻音［ｍ]、歯茎音
[t,ｄ,s,J,｡z,｡3,tMJ,r,､］の前では歯茎鼻音［､]、軟口蓋音［９，ｋ］の前では軟口蓋鼻音
[O]、硬口蓋音［J1］の前では硬口蓋鼻音［Ｊ１]、語末では軟口蓋鼻音［N］である。これら
はいずれも鼻音であるという共通の特徴を有している。よって、／N/は［m,､,０，J1,N］の異
音を有すると解釈することができる。
語例
/N／（擬音）
／NnapYka,Y／［ｍａが!kaZY］〈稲光>，／,itaNmu／［itammu］〈腰巻き>，／，aNga／［aOga］〈姉>，
／Nnjada／［J1JIada］〈まだ>，／ciN／［tJiN］〈天〉
１．６．４．成拍的子音音素/Ｍ/,/ｖ／
／kaN／［kaN］〈蟹>---------------－－(055）
／kaM／［kam］〈神>--------------(056）
／kav／［kav］〈被る>-------------－--(057）
（056）対（057）対（058）は［N］対［m］対［v］である。これにより/Ｎ/,/Ｍ/,／ｖ/は
音素と認められる。（057）の語末の［ｍ］は、上下の唇をしっかりと閉じた状態で調音さ
れている。それに対して（056）の［N］は、いわゆる共通語の語末にみられる［N］と同
様に調音される。
語例
/Ｍ／（拍音）
／ｗ／［mx］〈芋>，／Mta／［、］〈土>，／DmIIbu／［mxbu］〈へそ>，／,aM／［a､］〈網>，
／,iM／[im]〈海>,／'juM／［jum］〈数える>,／kiaRM／[kja:m］〈芋葛〉
/ｖ／（拍音）
／ｗ／［vX］〈売る>，／kavsY／［kavsY］〈被せる>，／,ivsa／［ivsa］〈戦>，
／STV／［sfv］〈冬瓜>，／niv／［niv］〈寝る〉
２．音韻対応
保良方言の音韻は、いわゆる共通語と次のように対応している。
２．１．個別柏の対応
２．１．１．共通語のア行音との対応
保良方言は共通語の母音と次のような対応関係を示す。
共通語アイウエオ
保良方言／a／／Ｙ／／ｕ／／i／／ｕ／
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対応例
共通語のアに対応する例
／,aM／［a､］〈網>，／,aRna／［aXna］〈穴>，／,aR／［aX］〈泡〉
共通語のイに対応する例
／cYmu／［tsYmu］〈肝>，／pusY／［p9sY］〈星〉
ただし、イが語頭に立つ場合は/ｉ/が対応する。また、イ段音が語頭に立つ場合、／ｉ/に
なることがある。
／，icY／［itsY］〈息>，／,iN／［iN］〈印>，／kiR／［kix］〈木>，／、M／［mim］〈耳〉
共通語のウに対応する例
／,UR／［UX］〈兎>，／，UCT／［UtSY］〈撃つ〉
ただし、ウ段の/C,s,z/の直後は/ｕ/ではなく（/が対応する。
／mcY／［nitsY］〈熱>，／kucY／［k9tsY］〈靴＞
／，USY／［UST］〈臼>，／SYR／［SYX］〈巣〉
／kizY／［kidzY］〈傷>，／ＳＭＭ／［sYdzYm］〈沈む〉
共通語のエに対応する例
／,iR／［ix］〈柄>，／Ｍ／［kui］〈声>，／pa,i／［pai］〈蝿〉
共通語のオに対応する例
／,utu／［utu］〈音>，／'ukiru／［ukiru］〈起きる>，／，u,Y／［uzY］〈織る〉
２．１．２．共通語の力行音との対応
共通語カキクケ．
保良方言／ka／／cY／／fU／／ki／／ku／
対応例
力：／katana／［k9tana］〈刀>，／padaka／［padaka］〈裸>，／kami／［kami］〈甕〉
ただし、共通語のカカVga/に対応する例もみられる。
／garasa／［garasa］〈烏〉
キ：/CYR／[tsY:］〈霧>,／cYnuR／[tsYnux］〈昨日>,／1ucY／LiutsY］〈雪〉
ただし、共通語のキが/ki/に対応している例もみられる。
／kiR／［kix］〈木>，／kinu／［kinu］〈絹〉
また、共通語のキが/kY/に対応している例もみられる。
／kYR／［ksYz］〈切る>，／pYkYpanacY／［ps1ksipanatsY］〈引き離す〉
ク：／fUsY／［hJsY］〈櫛>，／,ifilci／［ihltsY］〈いくつ〉
なお、共通語のクに対応する/ku/もみられる。
／duku／［duku］〈毒〉
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ケ：/ki,Y／［kizY］〈蹴る>，／taki／［t9ki］〈竹〉
．:/kuR／［kux］〈粉>，／nuku，Y／［nukuzY］〈残る〉
ただし、共通語のコカVgu/に対応する例もみられる。
／ka，igu／［kaigu］〈蚕〉
２．１．３．共通語のガ行音との対応
共通語ガギグゲゴ
保良方言／ga／／zY／／ｖ／／gi／／gu／
対応例
ガ：/kagaM／［kagam］〈鏡〉
ギ：/muzY／［mudzY］〈麦>，／ｆＭ／［fUdzY］〈釘>，／Ｍ／［ndzY］〈右〉
グ：/daRv／［daxv］〈道具〉
ただし、共通語のグに対応する/gu／［9u］もみられる。
／sugu／［sugu］〈すぐ〉
ゲ：/kagi／［kagi］〈影>，／pYgi／［psYgi］〈髭〉
ゴ：/kagu／［kagu］〈駕篭>，／agu／［agu］〈顎〉
２．１．４．共通語のサ行音との対応
共通語サシスセソ
保良方言／sa／／sY／／釦／si／／su／
対応例
サ：/sata／［s1ta］〈砂糖>，／pasaM／［p9sam］〈鋏〉
シ：/sYta／［s1ta］〈下>，／pasYra／［p9sYra］〈柱〉
ただし、共通語のシカVsi／［Ji］に対応する例もみられる。
／simsY／[JimsY］〈印>，／Sim／［Jiru］〈汁〉
ス：/STR／［sYz］〈巣>，／sYMgara／［sYm9ara］〈炭〉
セ：/siN／[JiN］〈千>，／misiru／［miJiru］〈見せる>，／,asi／［aJi］〈汗〉
ソ：/Msu／［msu］〈味噌〉
２．１．５．共通語のザ行音との対応
共通語ザジ
保良方言／za／／zY／
対応例
ザ：／,aza／［adza］〈病〉
ノ
ズ
傘
、ノ
ゼ
/zi／ ノ
ゾ
血
ノ
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ただし、共通語のザが/da/に対応する例もみられる。
／kidaM／［kidam］〈きざむ〉
ジ：／zYR／［dzYx］〈字>，／zYR／［zYx］〈地〉
ズ：／kizY／［kidzY］〈傷>，／mizY／［midzY］〈水>，／siziM／［JidzYm］〈沈む〉
ゼ：／ziN／［d3iN］〈膳>，／kazi／［kad3i］〈風〉
ゾ：／Mdu／［mdu］〈溝〉
２．１．６．共通語の夕行音との対応
共通語タチツテト
保良方言／ta／／cY／／Cir／／ci／／tu／
対応例
夕：／taR／［tax］〈田>，／,ita／［ita］〈板〉
ただし、共通語のタが/da/に対応する例もみられる。
／sYda／［sYda］〈舌〉
チ：/CYR／［tsYx］〈乳>，／cYkara／［ts1ka｢a］〈力>，／patacY／［pat9tsY］〈二十〉
ツ：/cｍ／［tsYmi］〈爪>，／cTMi／［ts1kui］〈机>，／macYgiR／［matsYgi:］〈捷毛〉
テ：/CiR／［tJiX］〈手>，／CiCY／［tJ9tSY］〈敵〉
ト：／tu,Y／［tuzY］〈研ぐ>，／tusY／［t9sY］〈砥石〉
２．１．７．共通語のダ行音との対応
共通語ダデド
保良方言／da／／zi／／du／
対応例
ダ：/dami／［dami］〈駄目>，／damaW［damaZY］〈黙る>，／Nnjada／［JIJ1ada］くまだ〉
デ：／,uzi／［ud3i］〈腕〉
Ｆ：/duku／［duku］〈毒>，／dum／［dum］〈泥>，／kadu／［kadu］〈角〉
２．１．８．共通語のナ行音との対応
共通語ナニヌネ
保良方言／､a／／､i／／､u／／、／
対応例
ナ：／naR／［naX］〈名>，／pana／［pana］〈鼻〉
二：／niR／［nix］〈煮る>，／niNgiN／［niOgiN］〈人間〉
ただし、共通語の二が/N/になる例もみられる。
ノ
ノ
ｍ
ｌ
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／Ngjamunu／［Ugjamunu］〈苦い>，／kaN／［kaN］〈蟹〉
ヌ：/nuR／［nuX］〈縫う>，／nuM／［num］〈蚤>，／nunu／［nunu］〈布〉
ただし、共通語のヌカＷになる例もみられる。
／Ngi／［U9i］〈抜く>，／,iN／［iN］〈犬>，／CTN／［tsrN］〈衣〉
ネ：/nicY／［nitsY］〈熱>，／niv／［niv］〈寝る〉
ノ：/nuku,Y／［nukuzY］〈のこぎり>，／nuM／［num］〈蚤〉
２．１．９．共通語のハ行音との対応
共通語ハヒフヘホ
保良方言／pa／／pY／／fU／／pi／／pu／
対応例
ハ：/paku／［p9ku］〈箱>，／paR／［Pax］〈刃>，／PanasY／［panasY］〈話す〉
上：/pYka，Y／［ps1kaZY］〈光>，／pYR／［psYx］〈日〉
ただし、共通語の上に対応する［pi］もみられる。
／pizY／［pidzY］〈肘〉
フ：/filni／［filni］〈舟>，／fUta／［mta］〈蓋〉
ヘ：/piR／［piX］〈展>，／pira／［pira］〈箆〉
ホ：/Pu,Y／［PUzY］〈掘る>，／PUni／［PUni］〈骨>，／PUSY／［P9SY］〈星〉
２．１．１０．共通語のバ行音との対応
共通語バビブベポ
保良方言／ba／／bY／／ｖ／／bi／／bu／
対応例
（：/tabaku／［tabaku］〈煙草〉
ビ：/tabY／［tabzY］〈旅>，／,ibYgaN／［MgaN］〈海老〉
ブ：/pav／［pav］〈ハブ〉
べ：/nabi／［nabi］〈鍋〉
ポ：/，ubu，irariR／［ubuirari:］〈覚えられる>，／1uMbuni／［jumbuni］〈助骨〉
共通語のマ行音との対応
マミムメモ
／ｍａ／／Ｍ／／ｍｕ／／ｍｉ／／ｍｕ／
２．１．１１．
共通語
保良方言
対応例
マ：／maR，Y／ [maxzY］〈廻る>,／'jama／bama]〈山〉
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[jum]〈弓〉ミ：/MCT／［、Y］〈道>，／kaM／［kam］〈神>，／naM／［nam］〈波>，／1uM／
ただし、語頭に共通語のミがくる場合、／ｍｉ/が対応する例もみられる。
／miR／［mix］〈見る〉
ム：/muku／［muku］〈婿>，／musY／［musY］〈虫〉
ただし、共通語のムに/N/が対応する例もみられる。
／Nni／［､､i］〈胸〉
メ：/miR／［miR］〈目>，／,ami／［ami］〈雨>，／,imi／［imi］〈夢〉
モ：/ｍｕ，Y／［muzY］〈森>，／mucir／［mutsY］〈持つ〉
２．１．１２．共通語のヤ行音との対応
共通語ヤユ
保良方言／1a／／，ju／
対応例
ヤ：/，ja／〔ja]〈矢>,／，jakY／baksY］〈焼く〉
ユ：/，juM／[jum]〈弓>,／1ucY／butsY］〈雪〉
ヨ：/Tuku／Duku］〈横>,／1umi/［jumi］〈嫁〉
ヨ
/Yju／
２．１．１３．共通語のラ行音との対応(注`）
共通語うりルレロ
保良方言／ra／（／／ｍ／／ri／／ru／
対応例
ラ：／，ara,u／［arau］〈洗う>，／pataracY／［p9taratsY］〈働く〉
リ：／tu,Y／［Ｍ］〈鳥>，／pYda,Y／［psYdaZY］〈左>，／pja,Y／［njaZY］
ル：/,amzY／[arudzY］〈主>,／'jumkaM／〔jurukam]〈ゆるい〉
し：/bu9ari／［bu9ari］〈疲れる>，／kariR／［karix］〈枯れる〉
ロ：/dum／［duru］〈泥>，／fUkum／［f1kuru］〈袋〉
<針＞
２．１．１４．共通語のワ行音との対応
共通語ワ（ヰ）
保良方言／ba／（/bi/）
対応例
１
１
ノ
ヲ
伽
く
ノー
ワ：/bakamunu／［bakamunu］〈若者>，／bana／［bana］〈罠>，／cabaN／［tJabaN］〈茶碗〉
ヰ：/bYR／ＭＸ］〈座る〉
ヲ：／buR／［bux］〈緒>，／buR／［bux］〈麻〉
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２．２．拍連続の対応
２．２．１．共通語の/Ｃｕ，i/がﾉCja/に、／Ｃｅ，i/が/CjuR/に対応している。
ウイ：／zYRSja／［dzY:Ja］〈雑炊〉
エイ：／mjuR／［mjux］〈甥・姪〉
２．２．２．共通語の/Ｃａ，i/と/Ｃａ,e/の拍連続（歴史的仮名遣いでアヘ．アヰを含む）は
/a,i/に対応している。
アイ：/ka，ina／［kaina］〈腕（かいな>>，／da,i／［dai］〈代>，／ka'igu／［kaigu］〈蚕〉
アエ：／ｍａ,i／［mai］〈前〉
２．２．３．共通語の/Ｃａ，wa/の拍連続は/ＣａR/に対応するのが一般的である。
アワ：／,aR／［ax］〈粟>，／kaR／［kax］〈皮>，／，ukYnaR／［uksYnax］〈沖縄〉
なお、共通語の/Ｃｉ,awa/の拍連続が/CjaR/に対応する例もみられる。
イアワ：／mjaRsY／［mjaxsY］〈見合わせる（比べる)〉
２．２．４．共通語の/Ｃａ，ｕ／と/Ｃａ，ｏ八歴史仮名遣いでアブ・アホを含む）の拍連続は
/a,u/に対応するのが一般的である。
アウ：／ka,uzY／［kaudzY］〈麹>，／可a，uzY／［d3audzY］〈上手>，
／,ja，uka／Uauka]〈八日>,／piNta'u／[pintau］〈返答〉
アオ：/､a，usY／［nausY］〈1台す>，／sa,u／［sau］〈竿〉
ただし、共通語の/Ｃａ,u/が/aR/や/OR/に対応している例もみられる。
アウ：／daRv／［daxv］〈道具〉；／toRto／［toxto］〈尊い（唱える際の言葉)〉
２．２．５．共通語の/ＣＯ,u/と/Cjo,u/の拍連続は/ＣｕR/に対応するのが一般的である。
オウ：／duR／［dux］〈胴（自分)>，／gaNzju／［gand3ux］〈頑丈〉
ただし、共通語の/ＣＯ，u/が/a,u/に対応する例もみられる。
オウ：／ta,ufU／［taufU］〈豆腐〉
なお、共通語の/Ｃｅ,u/と/Ｃｅ,o／（歴史的仮名遣いではエフ・エヲを含む）も/CjuR/に対
応している。
エフ：／kiuR／［kjux］〈今日〉
２．２．６．共通語の/o,we/と/o，wi/と/u,e／（歴史的仮名遣いではオエ〈ヤ行のエ〉・オ
ヱ・ウヘ・ウヱを含む）は/u,i/に対応するのが一般的である。
オエ：／ku，i／［kui］〈声>，／ku，i／［kui］〈越える〉
注
(1)保良方言の成拍的子音（成節的子音とも称きれる）に関する報告は（かりまた1982.
1986.1987）がある。（かりまた'982：420）ではその特徴として「①語頭にたちうる，
②みじかい成節的な子音に対応するながい子音､:,ｍｖｘ,lxがある，③摩擦音や鼻音，流
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音は語尾にもくることができるが，語尾には破裂音がこない」ことを揚げている。また、
宮古諸方言の成拍的子音全体について（狩俣繁久l999a：３８）では、「宮古諸方言におい
て成節的な子音になることができるのは、摩擦音［f］［v］［s]、鼻音［ｍ］［､]、流音
［l］である」としている。（かりまたl999b：６３）では、成拍的子音の発生について「い
ずれの成節的な子音もせま母音/i"u/が空気力学的な条件によって消失することによって
できたもの」としている。
かりまた氏の「成節的な子音」に対する見解の問題点はすでに指摘されている（加治
工1989：431-437)。しかし（加治工1989）では音韻を認める際の問題点について限定さ
れており、（かりまた'982.1987）で示された保良方言の言語資料の問題には言及して
いない。そこでここでは、保良方言の資料を示すことにしたい。
たとえば（かりまた'982：７６）で挙げている/fSa／〈草〉である。この語に対して（か
りまたl999b：６７）では「たとえば、［fSa］（草）を［msa］と解釈するものである。し
かし、語頭の［f］から［sa］に移行するとき、宮古諸方言の奥舌せま母音特有のくち
びるのまるめはまったく観察されず、母音［u］をみとめることはできない」と述べて
いる。しかし、保良方言の［f］は唇歯摩擦音である。具体的には上顎の歯で下唇を軽
く噛む、もしくは下顎の歯の方に下唇をやや持ち上げて発する音である。その［f］の
口構えで、後続する「草」の「さ」の音、すなわち無声子音［s］に備えた状態で円唇
の母音［u］をきれいに発音することのほうがよほど難しいと思われる。また、保良方
言では［pqsY］〈橋〉や［p9tsY］〈蜂〉のように無声子音に挟まれると狭母音［i］［u］
［Y］のみならず、広母音［a］も無声化するなど母音の無声化が激しい。つまり、［hlsa］
〈草〉は子音［f］の調音点と母音の無声化という環境によって音声的に［filsa］もしく
は［fSa］という音になった、と考えるのが穏当であろう。それを裏付けるようにイン
フォーマントにゆっくりと発音してもらったところ、［fUsa］という音声になった。なお、
筆者の調査によると［fUm］〈汲む>，［fUmdazY］〈踏む>，［fUmu］〈雲>，［fUni］〈舟〉の
ように［u］に後続する音が拍音素や有声子音という環境において［h,］が認められた。
(2)ここで示した未確認の拍（＊印）とは、今後の再調査によって出てくる可能性のある
拍である。特に/ｏ/列はまだらで、音韻体系全体からすれば今後でてくる可能性が高い。
(3)中舌母音（/に関しては、これを舌尖母音とみなす説（崎山1963）や舌先母音とみな
す説（かりまた'986.1999a）などもみられる。宮古諸方言の大神島方言の中舌母音の
解釈をめぐって論争（詳しくは加治工1989・かりまた'993・大野眞男他2000などを参照
きれたい）もあったが、未だ結論はでていない。本稿では以下に示す理由により、（中
本1976）（平山1983）などと同じく中舌母音とみなす立場をとった。保良方言の（/には、
［Y］の他に、，［'１］が異音として認められる。具体的には、［s,｡z,ts］と結びつく際
に［Y]、［p,ｋ］と結びつく際に、、［b］と結びつく際および語頭・語末の場合［zY］
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となる。これらは（加治工2000：124-128）で示されているように、相補う分布を示す。
よって、同一の音素（/とみなすことができる。
(4)保良方言では、狭母［i,Ｍ］音と広母音［a］に無声化現象がみられる。無声化がお
こる環境は以下のように整理される。
ＣＶＣ＞ＣＶＣ※ただし、Ｃは無声子音、Ｖは狭母音［i,ｕ,Ｙ］と広母音［a］。
この無声化現象については稿を改めて詳しく論じるつｉＭである。
(5)保良方言では、（服部1960：290-291）で示された有声の喉頭音素/,/と対立する無声の
喉頭音素/ｈ/が現時点では言語体系にみられない。これは音韻対応でも述べたように、
共通語のハ行音との対応が/ｐ/音と/f/音になるためである。
(6)共通語で/ＣＶｌｒＶ２／（※ただしＶ１は狭母音）という環境にある語は、保良方言では
促音化する。宮古諸方言では、この環境になると多くの語が促音化することが知られて
いる（加治工1977,2000などを参照)。保良方言では以下のような例がみられる。
／Qv／:／,aQva／［avva］〈油>，／niQvi／［niwi］〈眠れ〉
／Qf/:/kaQfi／［kaffi］〈隠せ>，／NmaQfanjaRN／［mmaffaJ1aZN］〈美味しくない〉
／QS/:/QSiR／[１Ｍ〈知る〉
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